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2022 年 12 月 26 日 

各   位 

会 社 名 株式会社ネクスグループ 

代 表 者 名 代表取締役社長  石原 直樹 

 （スタンダード市場・コード 6634） 

問 合 せ 先  

役職・氏名 取締役管理本部長  齊藤 洋介 

電 話 03-5766-9870 

 

資本業務提携に関するお知らせ、 

親会社及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ 

 

 当社は、2022 年 12 月 26 日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社エルテス（以下「エ

ルテス」）との間で、資本業務提携契約を締結することについて決議いたしましたので、お知らせいた

します。 

 併せて、当社の親会社及びその他の関係会社の異動がありましたので、お知らせいたします。 

 

Ⅰ 資本業務提携について 

１．資本業務提携の理由 

当社は、「メタバース・デジタルコンテンツ事業」、「IoT 関連事業」、「暗号資産・ブロックチェーン

事業」を中核事業として、各事業の拡大及び各事業を掛け合わせた web3.0 領域の取り組みを推進して

おります。 

 また当社は、暗号資産を発行している数少ない上場企業として、2017 年２月にブロックチェーン技

術を活用したトークンであるネクスコイン（以下「NCXC」）を当社の株主に配布し、その後、国内外の

暗号資産交換所での取引を開始しております。 

 さらに、2022 年７月より業務提携先である株式会社クシム（本社:東京都港区、代表取締役社長:中

川博貴、以下「クシム」）と連携をして NCXC の価値向上の取り組みを開始し、2022 年９月にはクシム

の連結子会社であるチューリンガム株式会社（本社：東京都港区、代表取締役：三瀬修平）と、

GameFi 領域での活用に向けた検討を開始するなど、NCXC を利用したサービスの拡充、NCXC ホルダーの

裾野の拡大、NCXC の流通促進のために注力を行い、トークンエコノミーの形成に取り組んでおりま

す。 

 

一方エルテスは、「健全にテクノロジーが発展する豊かなデジタル社会を守り、デジタル社会にとっ

てなくてはならない存在となること」をビジョンに掲げ、テクノロジーの発展とともに顕在化するデ

ジタルリスクに対するマネジメントの第一人者として事業展開を行っております。 

 また、エルテスが同社のグループ会社である株式会社 JAPANDX、株式会社メタウンとともに展開する

DX 推進事業では、「Web3 タウン」である岩手県紫波町とも連携し、DAO（分散型自立組織）の構築支援

やメタバース上のシミュレーションを活用したスマートシティ構想など、Web3.0 領域での取り組みを

推進しております。同社は、DAO やメタバース上における、暗号資産や NFT を用いたトークンエコノミ

ーの確立が、当該領域での事業展開の鍵となると考えております。また、プロパティ・マネジメント

を中心とする不動産領域においても、取引でのトークンの活用を構想しております。 

 

 今回の資本業務提携により、エルテスが紫波町にて構築予定の DAO において、NCXC を活用したトー
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クンエコノミーの実現を目指します。また、当社の保有するブロックチェーン技術やトークンの取引

に関する知見を、エルテスの企図する eKYC（オンライン本人確認）とコンプライアンスチェックを組

み合わせた取引所における安全性保証サービスや画像解析技術を用いた NFT マーケットにおける不正

出品検知サービスの実装に寄与させます。 

 以上、NCXC を利用したサービスの拡充とトークンエコノミーの形成、トークン市場におけるデジタ

ルリスクソリューションの提供拡大のために、本件資本業務提携を決定いたしました。 

 

２．資本業務提携の内容等 

 当社とエルテスとの間で合意している資本業務提携の内容は、以下のとおりです。 

(１)業務提携の内容 

①トークンエコノミー関連セキュリティサービスの拡大 

当社及び関連会社が持つプラットフォームを活用し、暗号資産や NFT の取引における安全性・信用

性を担保するデジタルリスクソリュ－ションの提供を拡大させます。 

 

【例１：eKYC（オンライン本人確認）と反社チェックを組み合わせた取引所における安全性保証サー

ビス】 

 
＊エルテスより画像提供 

 

【例２：画像解析技術を用いた NFT マーケットにおける不正出品検知サービス】 

 

＊エルテスより画像提供 
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②当社及び関連会社が発行する暗号資産の利用促進・価値向上 

 当社が発行する NCXC 等の暗号資産を、エルテス及び関連会社が地方自治体との連携により構築を目

指すメタバースや DAO 上における通貨として活用することで、取引量の増加・バリューアップを目指

します。 

 

【活用例：自治体 DAO における Help to Earn スキーム】 

 DAO を介した地域住民同士の手助けに対する報酬として、トークンを付与。 

 
＊エルテスより画像提供 

 

③Web3.0 領域における新規サービスの共同開発 

当社のブロックチェーン技術やトークンエコノミーに関する知見とエルテスのデジタルリスクマネ

ジメントに関する知見を融合させることで、革新的なサービスの創出を狙います。 

 

（２）資本提携の内容 

 エルテスは、2022 年 12 月 26 日に当社株式 1,337,791 株を 214,046,560 円（1株当たり 160 円（直

前営業日（12月 23 日）の東京証券取引所スタンダード市場における当社普通株式の終値）にて、当社

の主要株主である株式会社スケブベンチャーズ（以下「スケブベンチャーズ」）より譲り受ける予定

です。なお、譲渡後、同社による当社株式の持株比率は 4.9％程度になる予定です（2022 年 12 月 26

日現在の発行済株式総数に対する割合）。 
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３．資本業務提携及び株式譲受先の概要                 （2022 年 12 月 26 日） 

（１） 名 称 株式会社エルテス 

（２） 所 在 地 岩手県紫波郡紫波町紫波中央駅前二丁目３番地 12 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役 菅原 貴弘 

（４） 事 業 内 容 デジタルリスク事業、AIセキュリティ事業、DX推進事業 

（５） 資 本 金 1,217 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2004 年４月 28 日 

（７） 
大 株 主 及 び 持 株 比 率 

（2022 年８月 31 日時点） 

株式会社 TS パートナーズ           16.82％ 

株式会社ラック                10.28％ 

（８） 
当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当該会社が当社の株式を4.9％所有してお

ります。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の直近３年間の経営成績及び財政状態           （単位：百万円） 

決算期 2020 年５月期 2021 年５月期 2022 年５月期 

純資産 1,708 1,339 1,439 

総資産 2,057 1,649 1,681 

１株当たり純資産(円) 324.90 247.38 266.54 

売上高 1,865 1,708 1,837 

営業利益 173 △287 61 

経常利益 159 △298 79 

当期純利益 △16 △468 99 

 

４．株式譲渡先の概要                         （2022 年 12 月 26 日） 

（１） 名 称 株式会社スケブベンチャーズ 

（２） 所 在 地 東京都港区南青山五丁目 11 番 9 号 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役 岩野 裕一 

（４） 事 業 内 容 貸金業、投資業 

（５） 資 本 金 74 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2008 年７月７日 

（７） 純 資 産 ※１ 

（８） 総 資 産 ※１ 

（７） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 ※１ 

（８） 
当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当該会社は当社の株式を11.46％所有して

おります。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 営業上の重要な取引関係はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 

当該会社は、当社のその他の関係会社の子

会社に該当し、当社の関連当事者に該当し

ます。 

※１ 当該会社は非公開会社であり、財務情報及び主要株主等については非開示とすることが求められ

ているため、記載をしておりません。 
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５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2022 年 12 月 26 日 

（２） 契 約 締 結 日 2022 年 12 月 26 日 

 

６．今後の見通し 

本件は、中長期的な観点から当社の連結業績及び企業価値向上に資するものと考えておりますが、

当期の連結業績に与える影響は軽微であると見込んでおります。今後開示すべき事項が生じた際には

速やかに開示いたします。 

 

Ⅱ 親会社及びその他の関係会社の異動について 

 上記の通り、当社の主要株主であるスケブベンチャーズは、同時に当社の親会社である株式会社シ

ークエッジ・ジャパン・ホールディングス（以下「シークエッジ・ジャパン・ホールディングス」）の

子会社でもあるため、今回のスケブベンチャーズからエルテスへの当社株式譲渡により、シークエッ

ジ・ジャパン・ホールディングスは当社の普通株式12,756,170株（総議決権の46.95％）を直接及び間

接保有することになり、当社の親会社から主要株主である筆頭株主かつその他の関係会社に該当する

こととなりました。  

 

１．異動する株主の概要 

 新たに主要株主である筆頭株主かつその他の関係会社となる株主の概要 

（1）商号 株式会社シークエッジ・ジャパン・ホールディングス 

（2）所在地 大阪府岸和田市荒木町二丁目 18 番 15 号 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 城丸 修一 

（4）事業の内容 投資業 

（5）資本金 12 百万円 

（6）設立年月日 1986 年４月 17日 

 

２．異動する株主の所有株式数及び議決権等 

 異動前後における当該株主の属性、議決権の数（議決権所有割合）及び大株主順位 

 属性 
議決権の数（議決権所有割合） 大株主

順位 直接所有分 間接所有分 合計 

異動前 

（2022年12月25日） 
親会社 

55,797 個 

（20.53％） 

85,142個 

（31.33％） 

140,939個 

（51.87％） 
第１位 

異動後 

(2022年12月26日) 

主要株主である

筆頭株主かつそ

の他の関係会社 

55,797 個 

（20.53％） 

71,764個 

（26.41％） 

127,561個 

（46.95％） 
第１位 

 

３．開示対象となる非上場の親会社等の変更の有無 

 上記株式譲渡により、当社の親会社であったシークエッジ・ジャパン・ホールディングスが親会社

に該当しないこととなりますが、当社に与える影響が最も大きいのは引き続きシークエッジ・ジャパ

ン・ホールディングスのままであるため、開示対象となる非上場の親会社等の変更はありません。 

 

４．今後の見通し 

 当該株主等の異動が当社の業績に与える影響はありません。 

 

以 上 


